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章 市 

▽
投
票
日
時　

７
月　

日
豸
午
前
７

３１

時
〜
午
後
８
時

▽
期
日
前
・
不
在
者
投
票
日
時　

７

月　

日
貊
〜
７
月　

日
貍
午
前
８
時

１５

３０

　

分
〜
午
後
８
時

３０▽
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
所　

市

役
所
会
議
棟
第
１
会
議
室

※
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る
方
は
、

自
宅
で
投
票
所
入
場
整
理
券
裏
面
の

「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
に
、
あ
ら

か
じ
め
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
投
票
が
で
き
る
方　

次
の
年
齢
要

件
及
び
住
所
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
。
た
だ
し
、
投
票
す
る
時

に
、
東
京
都
外
に
転
出
し
た
方
、
東

京
都
内
の
区
市
町
村
に
２
回
以
上
転

出
し
た
方
、選
挙
資
格
が
な
い
方
は
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
年
齢
要
件　

平
成　

年
８
月
１
日

１０

以
前
に
生
ま
れ
た
方

○
住
所
要
件　

①
平
成　

年
４
月　

日
ま
で
に
転
入

２８

１３

届
出
を
し
、
引
き
続
き
東
大
和
市
に

お
住
ま
い
の
方

②
平
成　

年
３
月　

日
以
降
に
東
大

２８

１３

和
市
か
ら
他
の
区
市
町
村
に
住
所
を

移
し
た
方
の
う
ち
３
か
月
以
上
東
大

和
市
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方

※
東
大
和
市
に
選
挙
権
が
あ
る
方
で

東
京
都
内
の
区
市
町
村
に
転
出
し
た

方
は
、
投
票
の
際
に
「
引
き
続
き
東

京
都
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
ま
た
は
「
住
民
票
の
写
し
」（
選

挙
用
は
無
料
）
が
必
要
で
す
。

▽
選
挙
公
報　

７
月　

日
貊
ま
で
に

２９

全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
・
内
線
１
５
９
２
ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
付

２９

で
採
用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
試
験
の
特
徴　

一
般
事
務
職
の
筆

記
試
験
は
、
基
礎
的
な
学
力
や
思
考

力
を
問
う
問
題
で
、
従
来
型
の
公
務

員
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
企

業
志
望
者
も
十
分
に
受
験
可
能
で
す
。

▽
採
用
職
種
・
応
募
資
格

①
一
般
事
務

：

平
成
元
年
４
月
２
日

〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
一
般
事
務
（
身
体
障
害
者
）

：

次
の

全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
方

�
平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ

�
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
か
つ
介
助

員
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
で
き
る
。

�
身
体
障
害
者
福
祉
法
第　

条
に
定
め

１５

る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
。

③
建
築
技
術

：

昭
和　

年
４
月
２
日

６０

〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▽
採
用
予
定
人
数　

共
に
若
干
名

▽
採
用
試
験
（
第
一
次
試
験
）

�
期
日

：

９
月　

日
豸

２５

�
内
容

：

教
養
試
験
（
建
築
技
術
は

教
養
試
験
に
代
え
て
専
門
試
験
）、小

論
文
試
験

▽
募
集
要
項　

８
月　

日
豺
ま
で
の

２２

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
の
間
、

３０

職
員
課
（
市
役
所
３
階
）
で
配
布
し

ま
す
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
配
布

し
ま
せ
ん
が
、
８
月　

日
貍
の
み
、

２０

受
付
会
場
で
正
午
ま
で
配
布
し
ま
す
。

▽
応
募
受
付　

８
月　

日
貊
・　

日

１９

２０

貍
、　

日
豺

２２

※
詳
細
は
募
集
要
項
（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１
３
３

１
ま
で
。

　

身
の
回
り
の
も
の
を
使
っ
た
、

ち
ょ
っ
と
し
た
実
験
・
工
作
の

ヒ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月　

日
貍
〜
９
月

１６

４
日
豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
企
画
展

示
室
（
入
場
無
料
）

【
企
画
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

◎
星
座
早
見
盤
を
作
ろ
う

　

星
座
を
探
す
と
き
に
使
う
、

星
座
早
見
盤
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時　

７
月　

日
貅
・　

日

２８

２９

貊
午
前　

時
〜　

時
の
間
、
お

１０

１１

好
き
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◎
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
作

り
（
事
前
申
込
制
）

　

電
熱
ペ
ン
で
好
き
な
絵
を
描

き
、コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時　

７
月　

日
貍
午
前　

３０

１０

時
か
ら

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
会
議
室

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

◎
ふ
し
ぎ
な
コ
マ
作
り

　

回
す
と
い
ろ
い
ろ
な
色
が
現

れ
る
ベ
ン
ハ
ム
の
コ
マ
を
作
り

ま
す
。

▽
日
時　

７
月　

日
豸
午
前　

３１

１０

時
〜　

時
の
間
、
お
好
き
な
時

１１

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
込

み
は
不
要
で
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◎
は
た
お
り
た
い
け
ん 
（
事
前
申

込
制
）

　

機
織
の
道
具
に
つ
い
て
学
び
、

布
地
を
織
っ
て
み
ま
す
。

▽
日
時　

８
月　

日
豸
午
前
９

２１

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

郷
土
博
物
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▽
対
象　

小
学
生

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４

０４２

５６７

８
０
０
ま
で
。

今号の主な記事

３市共同資源物処理施設
　　生活環境影響調査結果の公表  ……2面
８月は平和月間  …………………………2面
みのり福祉園納涼祭  ……………………3面
「かるがもひろば」で水遊び  …………4面
国民健康保険のしくみと給付  …………5面
情報マップ・医師会コーナー  ………6・7面

【
家
庭
で
は
】

�
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
を

再
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�
１
日
１
回
は
子
ど
も
の
話
を

聞
い
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す

る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
の
小
さ
な
変
化
や
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
が
出
か
け
る
時
は
、

必
ず
行
き
先
、
経
路
、
帰
宅
時

間
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�
困
っ
た
時
に
近
く
の
大
人
に

助
け
を
求
め
る
こ
と
や
、　

番
１１０

す
る
方
法
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

�
危
険
を
感
じ
た
時
は
、
救
急

ハ
ウ
ス
の
看
板
の
あ
る
家
に
駆

け
込
む
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
の
こ
と
で
困
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
市
の

相
談
機
関
等
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）。

【
地
域
で
は
】

�
暗
い
場
所
、
大
人
の
死
角
と

な
る
場
所
を
確
認
し
、
樹
木
を

せ
ん
定
す
る
な
ど
、
地
域
の
見

通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

�
顔
見
知
り
の
子
ど
も
に
は
、

あ
い
さ
つ
な
ど
一
言
声
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

�
子
ど
も
か
ら
助
け
を
求
め
ら

れ
た
ら
、
家
に
入
れ
る
な
ど
避

難
さ
せ
、
警
察
に
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

■
夏
休
み
〜
子
ど
も
の
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
た

め
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守

る
（
飲
酒
運
転
・
二

人
乗
り
・
並
進
の
禁

止
、
夜
間
は
ラ
イ
ト

を
点
灯
、
交
差
点
で

の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認
）

※
傘
差
し
運
転
、
携

帯
電
話
（
画
面
注
視

を
含
む
）
や
イ
ヤ
ホ

ン
等
を
使
用
し
な
が

ら
の
運
転
も
ル
ー
ル

違
反
で
す
。

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用

▽
問
合
せ　

東
大
和

警
察
署
�　

―　

―

０４２

５６６

０
１
１
０
ま
で
。

子どもたちに 
安心・安全な 
環境を 

7
月
 31
 日
豸
 

東
京
都
知
事

　
　
　
 選
挙

　 

夏 
休  

み 

を
過
ご
す
た
め
に 

楽しい 

▲夏休み恒例の上仲原公園でのラジオ体操（写真は一昨年度の様子）

郷土博物館企画展示 

 

 
夏の自由研究 
おまかせ 
　　ください！ 
関連イベントも開催 

高齢者が 、 長年にわたって社会

の発展につくしてきた人として、

敬愛されるまちにしましょう。

〔東大和市高齢者憲章（抄）〕

来
た
れ
！
熱
意
の
あ
る
方
 

市
職
員
を
 

　
　
　
募
集

　

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み

が
始
ま
り
ま
す
。

　

夏
休
み
は
、 様
々
な
体
験

活
動
が
で
き
る
絶
好
の
機

会
で
す
が
、一
方
で
、予
期

し
な
い
問
題
や
事
故
が
発

生
し
や
す
い
時
で
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
今
号
で
は
、 子
ど

も
達
が
楽
し
く
夏
休
み
を

過
ご
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、 自
由
研
究
の

参
考
に
も
な
る
、 郷
土
博
物

館
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

��������������������������������������������������������������������������

玉川上水駅北側そばにある東大和市ふれあい広場で食廃油（天ぷら油）を回収しています。密閉できる容器（天ぷら油の空容器やペット
ボトル）でお持ちください。午前１１時から午後 6時まで。休業日は毎週木曜日／問合せ　東大和市ふれあい広場�０４２－ ５６５－ １０７１まで。
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東
大
和
市
桜
が
丘
２
丁
目　
１２２

番
地
２
で
建
設
を
計
画
し
て
い

る
（
仮
称
）
３
市
共
同
資
源
物

処
理
施
設
に
つ
い
て
、こ
の
度
、

施
設
の
設
置
及
び
稼
動
に
伴
う

生
活
環
境
影
響
調
査
を
実
施
し
、

調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
た
め
、

次
の
と
お
り
縦
覧
等
を
行
い
ま

す
。

▽
縦
覧
期
間　

７
月　

日
貊
〜

１５

８
月　

日
豺
（
土
・
日
曜
日
、

１５

祝
日
は
除
く
）
の
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
１５

▽
縦
覧
場
所　

小
平
・
村
山
・

大
和
衛
生
組
合
計
画
課
、
小
平

市
役
所
資
源
循
環
課
、
武
蔵
村

山
市
役
所
ご
み
対
策
課
、
東
大

和
市
役
所
ご
み
対
策
課

▽
意
見
書
の
提
出　

７
月　

日
１５

貊
〜
８
月　

日
豺
ま
で
の
間
に
、

２９

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

（
〒　
　

小
平
市
中
島
町
２
―

１８７-
００３３

１
）
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス（　

―
０４２

　

―
５
３
７
４
）、
メ
ー
ル
（in

３４３

fo@
km

y-eiseikum
iai.jp

）、

持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ

い
て
、
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
説
明
会
の
開
催　

７
月　

日
２９

貊
午
後
７
時
か
ら
、
小
平
・
村

山
・
大
和
衛
生
組
合
３
階
会
議

室
で
、説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　

７
月　

日
貅
午
前　

２８

１０

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

中
央
図
書
館
２
階
視

聴
覚
室

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
先

１０

着
順
。
当
日
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）

　

公
園
や
こ
ど
も
広
場
内
で
、

犬
を
放
し
て
散
歩
さ
せ
る
、
家

庭
内
の
ご
み
を
捨
て
る
な
ど
、

迷
惑
な
利
用
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
楽
し
く
、
ま
た
気

持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
、
一
人

ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

公
園
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

�
公
園
や
こ
ど
も
広
場
の
「
犬

の
ふ
ん
」
に
は
多
く
の
方
が
迷

惑
し
て
い
ま
す
。
飼
い
主
が
必

ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
犬
を
放
し
て
散
歩
さ
せ
る
と
、

他
の
人
を
咬
ん
だ
り
転
倒
さ
せ

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
大
変

危
険
で
す
。
犬
は
必
ず
リ
ー
ド

で
つ
な
い
で
散
歩
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

�
ご
み
の
投
げ
捨
て
は
や
め
、

必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
夜
遅
く
ま
で
大
声
で
騒
ぐ
な

ど
、
近
所
の
迷
惑
に
な
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
焚
き

火
な
ど
は
、
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

〈
花
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
〉

　

公
園
や
こ
ど
も
広
場
内
で
の

打
ち
上
げ
花
火
等
は
、
非
常
に

危
険
で
す
。
近
所
の
方
の
迷
惑

に
な
り
、
ま
た
、
火
災
の
原
因

に
も
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

〈
球
技
に
つ
い
て
〉

　

最
近
、公
園
内
で
の
球
技（
野

球
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
等
）

に
よ
り
住
宅
を
損
傷
す
る
被
害

が
出
て
い
ま
す
。
隣
接
住
宅
や

公
園
等
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
ゴ
ル
フ
の
練
習
は
、

危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

〈
下
立
野
林
間
こ
ど
も
広
場
に

つ
い
て
〉

　

最
近
、
下
立
野
林
間
こ
ど
も

広
場
で
、
無
断
で
キ
ャ
ン
プ
を

し
た
り
、
夜
間
に
騒
い
だ
り
す

る
と
い
っ
た
行
為
が
増
え
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
す
る
場
合
に
は
必
ず
市

役
所
に
使
用
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
無
許
可
の
使
用
は
禁
止

で
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
１
ま
で
。

　

現
在
、J-L

IS

（
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
）
へ
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
を
行

っ
た
場
合
、
交
付
通
知
書
の
受

け
取
り
ま
で
の
期
間
は
約
１
か

月
か
か
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
発
行
に
か
か
る
期

間
は
、
当
初
に
比
べ
て
大
幅
に

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し

て
い
な
い
方
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
手
続
き
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
方
は
、
交
付
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
、
同
封
の
案
内

書
類
を
確
認
し
、
来
庁
日
時
を

予
約
の
上
、
市
民
課
ま
で
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�　

―　

―

０４２

５１６

９
３
０
１
ま
で
。

　

水
銀
を
含
む
ご
み
が
清
掃
工

場
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
、
焼
却

後
の
排
ガ
ス
濃
度
に
影
響
を
与

え
、
環
境
に
負
荷
が
か
か
り
ま

す
。
水
銀
濃
度
が
高
く
な
る
と

状
況
に
よ
っ
て
は
焼
却
炉
を
停

止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ご

み
の
処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

電
化
製
品
や
お
も
ち
ゃ
等
に

含
ま
れ
る
電
池
は
必
ず
取
り
外

し
て
く
だ
さ
い
。
取
り
外
し
た

電
池
は
、
有
害
ご
み
の
日
に
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
炊
飯
器
な
ど
取
り
外
し
が
困

難
な
製
品
は
粗
大
ご
み
と
し
て

排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

　

飲
食
店
等
の
夜
間
・
深
夜
営

業
に
伴
う
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

音
響
機
器
に
よ
る
騒
音
は
、
近

隣
の
方
々
に
と
っ
て
く
つ
ろ
ぎ

や
睡
眠
時
間
の
妨
げ
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

東
京
都
環
境
確
保
条
例
に
よ

り
、
午
後　

時
か
ら
翌
日
の
午

１１

前
６
時
ま
で
は
、
原
則
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
の
音
響
機
器
は
使
用

で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
深
夜
ま
で
営
業
さ
れ
る
場

合
は
、
音
響
機
器
等
か
ら
発
生

す
る
音
が
外
に
漏
れ
な
い
こ
と

な
ど
、
騒
音
防
止
対
策
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
営
業
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

　

世
界
の
平
和
と

安
全
を
実
現
す
る

こ
と
は
、
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
る

と
共
に
、
崇
高
な

責
務
で
も
あ
り
ま

す
。
市
で
は
、
恒

久
平
和
を
願
っ
て
、

平
成
２
年　

月
１

１０

日
に「
平
和
都
市
」

で
あ
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。
今

年
も
、
平
和
へ
の

願
い
を
込
め
て
、

８
月
の
「
平
和
月

間
」
に
、
平
和
に

関
す
る
様
々
な
事

業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
和
の
大

切
さ
を
再
認
識
す

る
機
会
と
し
て
、

多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画

課
・
内
線
１
４
２

５
ま
で
。

有害ごみ・ スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因になります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分けて排出してください。
／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

3
市
共
同
資
源
物
処
理
施
設
 

 生
活
環
境
影
響
調
査
 

 
　
　
　
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
よ
り
 

カードの 
申請について 

水
銀
を
含
む 

　
　
　
ご
み
に
注
意
！ 

〜
電
池
は
必
ず
外
し
て 

　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
〜 

祝
日
等
の
ご
み
収
集 

マ
イ
バ
ッ
グ 

　
資
源
を
入
れ
て
お
買
い
物 

　

７
月　

日
豺
の
ご
み
収
集
は
、

１８

ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お

り
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

公
園
の
マ
ナ
ー
を 

　
守
り
ま
し
ょ
う 

ル
ー
ル
を
守
っ
て 

　
深
夜
営
業
を 

　
　
行
い
ま
し
ょ
う 

　

市
で
は
、
平
成　

年
３
月
に

２８

特
色
あ
る
公
園
整
備
基
本
方
針

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
活
性
化
の
拠
点
と
な

る
よ
う
な
特
色
あ
る
公
園
を
整

備
す
る
に
あ
た
り
、
懇
談
会
を

設
置
し
て
広
く
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
公
募
委
員
と

し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、

公
園
・
緑
地
に
関
す
る
施
策
に

理
解
と
関
心
が
あ
る
方

▽
任
期　

平
成　

年
９
月
〜
平

２８

成　

年
３
月
（
予
定
）

３０
▽
会
議
の
開
催
予
定　

月
１
回

程
度
（
懇
談
会
は
、
基
本
的
に

平
日
の
日
中
の
開
催
）

▽
募
集
人
数　

３
人
以
内

※
報
酬
・
交
通
費
の
支
給
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書

を
記
入
し
、
テ
ー
マ
「
応
募
動

機
と
公
園
・
緑
地
へ
の
思
い
」

の
作
文
（　

〜　

字
程
度
）
を

４００

８００

添
え
、
７
月　

日
貊
ま
で
に
環

２９

境
課
（
市
役
所
３
階
）
ま
で
本

人
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
環
境
課
に
あ
り
ま

す
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

▽
結
果
通
知　

選
考
の
う
え
、

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

※
選
考
は
、
委
員
の
住
所
地
、

年
齢
等
の
不
均
衡
を
考
慮
し
ま

す
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
１
ま
で
。

特
色
あ
る
公
園 

　
懇
談
会
委
員
を 

　
　
募
集
し
ま
す 

　8月は 

平和月間 

　

４
月　

日
か
ら
行
っ
て
き
た

１８

「
平
成　

年
熊
本
地
震
災
害
義

２８

援
金
」
で
は
、
窓
口
で
の
募
金

箱
の
設
置
や
街
頭
募
金
な
ど
の

募
金
活
動
に
お
い
て
、
当
市
で

は
、
二
三
四
万
八
〇
二
円
（
６

月　

日
現
在
）
の
寄
付
が
あ
り

３０
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
、
全
額
が
被
災
さ
れ
た

方
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
募
金
は
現
在
も
福
祉

推
進
課
（
市
役
所
２
階
）
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
２
ま
で
。

熊
本
地
震
災
害
義
援
金 

お
礼
と
報
告 

問合せ内容場所開催日時事業名
中央図書館：042-564-2454
桜が丘図書館：042-567-2231
清原図書館：042-564-2944

非核・平和に関する資料の展示・貸出
中央図書館
桜が丘図書館
清原図書館

  8 月 3 日（水）～25 日（木）非核・平和図書展

郷土博物館：042-567-4800多摩の戦跡を撮影した写真の展示郷土博物館  8 月  2  日（火）～  3 1 日（水）多摩の戦跡パネル展

企画課（市役所 4階）広島・長崎被爆写真パネル等の展示中央公民館  8 月   3  日（水）～  3 1 日（水）平和祈念・
戦争資料展

中央公民館：042-564-2451小学生を対象とした、戦争と平和について
考えるバス見学会

埼玉ピース
ミュージアム他  8 月 1 2 日（金）戦争と平和について

考える見学会

企画課（市役所 4階）
平和コンサート、戦争体験朗読劇、平和祈念キ
ャンドルの点灯、旧日立航空機㈱変電所のライ
トアップ、平和祈念式典、広島派遣事業報告

都立東大和南公園
平和広場

  8  月 1 3日（土）
午後 2   時～ 7 時 40分

第 12回
平和市民のつどい

郷土博物館：042-567-4800被害を受けた旧日立航空機 ㈱ の写真展示
など

都立東大和南公園
平和広場北側

  8  月 1 3日（土）
午後  2  時～ 7 時 40分

旧日立航空機㈱
変電所特別公開
※開催日時は、各施設等の休館日は除きます。

廃
棄
物
減
量
等
 

　
推
進
審
議
会
の
開
催

ご
み
対
策
課
か
ら
の 

　
　
　
　
お
知
ら
せ 
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み
の
り
福
祉
園
は
、
平
成　
２８

年　

月
の
「
東
大
和
市
総
合
福

１０
祉
セ
ン
タ
ー
は
〜
と
ふ
る
」
開

設
に
伴
い
閉
園
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
で　

回
目
と
な
る
恒
例

３３

の
「
納
涼
祭
」
も
、
最
後
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
最
後
を
飾
る

に
ふ
さ
わ
し
い
盛
大
な
お
祭
り

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月　

日
貍
午
後
4

２３

時　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

※
雨
天
決
行

▽
場
所　

み
の
り
福
祉
園

▽
内
容　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
和
太

鼓
演
奏
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
行
う
予
定
で
す
。

模
擬
店
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

徒
歩
、
自
転
車
、
ち
ょ
こ
バ
ス

等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

み
の
り
福
祉
園
�

　

―　

―
１
３
８
１
、
フ
ァ
ク

０４２

５６４

ス　

―　

―
１
３
８
２
ま
で
。

０４２

５６４

　

喜
多
方
市
を
は
じ
め
、
周
辺

地
域
は
豊
か
な
川
に
育
ま
れ
発

展
し
て
き
ま
し
た
。「
川
の
祭

典
」
で
は
、
手
作
り
の
イ
カ
ダ

に
よ
る
イ
カ
ダ
下
り
大
会
や
夜

空
を
彩
る
花
火
大
会
な
ど
、
夏

満
喫
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め
ま

す
。

▽
開
催
場
所　
 
イ
カ
ダ
下
り
大

会

：

喜
多
方
市
塩
川
町
日
橋
川

緑
地
公
園
上
流
特
設
会
場　

花

火
大
会

：

喜
多
方
市
塩
川
町
日

橋
川
緑
地
公
園
特
設
花
火
会
場

▽
開
催
日　

７
月　

日
豸

３１

※
荒
天
の
場
合
は
、
イ
カ
ダ
下

り
大
会
は
中
止
、
花
火
大
会
は

翌
日
に
延
期
と
な
り
ま
す
。

▽
開
催
時
間　

イ
カ
ダ
下
り
大

会

：

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

３０

時　

花
火
大
会

：

午
後
７
時　
３０

分
〜
８
時　

分
３０

▽
問
合
せ　

喜
多
方
市
役
所
塩

川
総
合
支
所
産
業
課
�
０
２
４

１
―　

―
２
１
１
１

２７

�
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
喜
多
方
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kitakata-kanko.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

�

■
夏
休
み
投
影
期
間
（
７
月　
２０

日
貉
〜
８
月　

日
貉
。
休
館
日

３１

は
除
く
）
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

夏
休
み
期
間
中
に
限
り
、
平

日
の
投
影
回
数
が
増
え
ま
す
。

ど
の
番
組
も
前
半
に
星
座
解
説

が
あ
り
ま
す
。
投
影
時
間
は　
４５

分
程
度
で
、
投
影
途
中
で
入
退

場
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

◎
夏
の
こ
ど
も
番
組
「
妖
怪
ウ

ォ
ッ
チ　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は

星
と
妖
怪
が
い
っ
ぱ
い
！
」

　

ジ
バ
ニ
ャ
ン
た
ち
が
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
大
暴
れ　
!?

▽
投
影
開
始
時
刻　

午
前　

時
１１

か
ら
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

加
え
て
午
後
１
時
か
ら
）

◎
夏
の
一
般
番
組
「
宇
宙
へ
の

旅
」

　

ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ら
で
は
の

映
像
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

午
後
３
時

か
ら

◎
夏
休
み
特
別
番
組
「
火
星
旅

行
へ
出
か
け
よ
う
」

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
機
能
を

使
っ
て
、
宇
宙
旅
行
へ
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

▽
投
影
日
時　

８
月　

日
貂
〜

１６

　

日
貊
午
後
１
時
か
ら

１９■
昼
間
の
星
の
観
察
会
「
太
陽

や
月
を
み
よ
う
」（
申
込
不
要
）

　

燃
え
さ
か
る
太
陽
表
面
や
昼

間
の
月
を
観
察
し
ま
す
。
く
も

り
や
雨
の
場
合
は
中
止
で
す
。

▽
日
時　

７
月　

日
貍
午
前
９

３０

時　

分
〜　

時
（
時
間
内
な
ら

３０

１１

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
）

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
前

�
以
上
の
問
合
せ
は
、
郷
土
博

物
館
�　

―　

―
４
８
０
０
ま

０４２

５６７

で
。

　

中
央
図
書
館
で
は
次
の
期
間
、

会
議
室
を
試
験
的
に
自
習
室
と

し
て
開
放
し
ま
す
。

▽
対
象　

５
年
生
以
上
の
小
学

生
及
び
中
学
・
高
校
生
で
東
大

和
市
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
方

▽
日
時　

７
月　

日
貍
〜
８
月

２３

　

日
貉
午
前　

時　

分
〜
午
後

３１

１０

３０

４
時　

分
（
図
書
館
休
館
日
は

４５

除
く
）

▽
場
所　

中
央
図
書
館
２
階

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
。

１８

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

▽
利
用
方
法　

中
央
図
書
館
２

階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
で
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
を
預
け
、
自
習
利

用
券
を
受
け
取
り
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
自
習

室
利
用
時
に
説
明
し
ま
す
。

▽
利
用
内
容　

個
人
で
の
学
習

（
自
習
）
に
限
り
ま
す
。
グ
ル

ー
プ
学
習
、
話
し
合
い
、
飲
食
、

場
所
を
広
く
使
う
よ
う
な
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

　

毎
年
春
に
行
わ
れ
て
い
る
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
�
う
ま
か
ん
べ

ぇ
〜
祭
�
を
企
画
、
運
営
す
る

実
行
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
実
行
委
員
会
は
年
間
を
通

じ
活
動
し
て
い
ま
す
。
謝
礼
・

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
募
集
期
間　

随
時

▽
応
募
条
件　

市
内
に
在
住
・

在
勤
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て

い
る
各
種
市
民
団
体
に
所
属
し

て
い
る　

歳
以
上
の
方
で
、
次

１８

の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

�
地
域
交
流
、
活
性
化
に
つ
い

て
強
い
志
の
あ
る
方

�
平
日
の
夜
間
に
毎
月
１
回
程

度
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で

き
、
準
備
期
間
及
び
当
日
等
、

祭
の
開
催
に
協
力
で
き
る
方

▽
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
産
業
振
興

課
（
市
役
所
１
階
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
用
紙
の
取
得　

市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
産
業
振
興
課
窓

口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
選
考
と
決
定　

応
募
書
類
を

確
認
し
ご
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

　

東
大
和
市
の
観
光
資
源
を
紹

介
し
た
「
東
大
和
ぐ
る
っ
と
さ

ん
ぽ
」
を
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
て
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
公
開
し
て
い
な
い
旧

日
立
航
空
機
株
式
会
社
変
電
所

の
２
階
部
分
や
（
仮
称
）
東
大

和
郷
土
美
術
園
（
故
・
吉
岡
堅

二
画
伯
宅
ア
ト
リ
エ
）
等
を
、

ま
る
で
そ
の
場
所
に
い
る
か
の

よ
う
な
臨
場
感
で
疑
似
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
各
所
に
設
置

し
て
い
る
３
Ｄ
ゴ
ー
グ
ル
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り
付
け
る

と
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
動
画
の
種
類　

旧
日
立
航
空

機
株
式
会
社
変
電
所
他
４
種
類

▽
視
聴
方
法　

Y
ou

tube

の
東

大
和
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
配
信
し
て
い
る
「
東
大
和
ぐ

る
っ
と
さ
ん
ぽ
」
の
動
画
を
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。
視
点

を
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
が Inter

net
E
xplorer

で
あ
る
と
、
適

切
に
視
聴
で
き
ま
せ
ん
。Chro

m
e,O

pera,F
irefox

等
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
３
Ｄ
ゴ
ー
グ
ル
設
置
場
所　

市
役
所
１
階
観
光
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
郷
土
博
物
館

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

実
行
委
員 

　

募
集
！ 

郷土博物館からの 
　　　　　　お知らせ 

MEGASTAR-ⅡBの 
星空をお楽しみください 

中央図書館会議室を 
自習室として 
　  開放します（試行） 

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

日
橋
川 

川
の
祭
典 

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

羽
村
市
自
然
休
暇
村
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
羽
村
市
と
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
自
然
休
暇

村
は
、
山
梨
県
の
清
里
高
原
に

あ
る
体
験
型
大
型
宿
泊
施
設
で

す
。
天
体
観
測
室
、
体
育
館
、

キ
ャ
ン
プ
場
等
を
備
え
て
い
ま

す
。
予
約
受
付
は
利
用
日
の
３

か
月
前
か
ら
開
始
と
な
り
、
利

用
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま

で
の
予
約
分
は
羽
村
市
民
と
同

一
価
格
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

▽
施
設
の
所
在
地　

山
梨
県
北

杜
市
高
根
町
清
里
３
５
４
５
―

３
８
７
７

▽
利
用
方
法　

直
接
、
自
然
休

暇
村
〔
�
０
５
５
１
―　

―
４

４８

０
１
７
／
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０

１
２
０
―　

―
４
０
１
７
（
携

４７

帯
不
可
）〕
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
施
設
案
内　

市
役
所
１
階
市

民
ロ
ビ
ー
、
市
民
生
活
課
（
市

役
所
３
階
）
に
て
配
布

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

ご利用ください 

羽村市 
自然休暇村 

　

中
小
機
構
中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
で
は
、
日
本

弁
理
士
会
関
東
支
部
所
属
の
弁

理
士
に
よ
る
電
子
紙
芝
居
と
発

明
工
作
授
業
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
３
年
生
〜
６
年

生
（
保
護
者
同
伴
必
須
）

▽
日
時　

８
月
２
日
貂
午
前　
１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
（
東
大
和
市
桜
が
丘
2
―

　

―
5
）
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

１３７

3
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み　
「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ

ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
担
当
�　
０４２

―　

―
１
１
９
５
ま
で
。

５６５

子
ど
も
向
け
 

　
 
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

発
明
工
作
授
業

　

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
出
演
者
全
員
で
作
る
、
若
者

が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
昨
年
も

バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
な
ど
様
々
な
グ
ル
ー
プ

が
出
演
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
、
音
響
設
備
の
整
っ
た
ス
テ

ー
ジ
で
、
日
頃
の
練
習
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
　

月
５
日
貍
午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
、

ピ
ロ
テ
ィ
ー

▽
出
演
申
込
み　

７
月　

日
貍

２３

ま
で

※
出
演
グ
ル
ー
プ
は
申
込
順
で
、

　

団
体
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１２▽
出
演
グ
ル
ー
プ
説
明
会　

８

月
６
日
貍
午
後
２
時
〜
４
時
に

中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
１
ま
で
。

５６４

第
6
回
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

  出
演
グ
ル
ー
プ
大
募
集
 

観光キャラクター“うまべぇ”出没情報／みのり納涼祭　7月 23日（土）午後4時 30分～7時 30分　みのり福祉園／第 8 回 STOP the DRUG 
Campaign Street Dancing in 東大和　7月 24日（日）午前 11時 30分～　ハミングホール／問合せ　産業振興課・内線1074まで



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 6 ・ 7 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

�

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
は
、
認

定
こ
ど
も
園
東
大
和
子
ど
も
園

（
学
校
法
人
大
和
学
園
大
和
富

士
幼
稚
園
）
で
、
保
育
職
員
の

ツ
ア
ー
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

保
育
の
ツ
ア
ー
面
接
会
は
、

職
場
見
学
と
面
接
を
セ
ッ
ト
に

し
た
面
接
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
職
種　

保
育
職
員

▽
応
募
要
件　

保
育
士
ま
た
は

幼
稚
園
教
諭
２
種
以
上
の
方

▽
日
時　

７
月　

日
貉
午
前　

２７

１１

時
か
ら

▽
場
所　

学
校
法
人
大
和
学
園

大
和
富
士
幼
稚
園
（
向
原
４
―

　

―　

）

１６

１７

▽
持
ち
物　

履
歴
書
（
写
真
添

付
）、
資
格
証
の
写
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
紹
介
状

※
紹
介
状
が
な
く
て
も
参
加
で

き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
ハ
ー
ト
フ
ル
ワ
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
�　

―　

―
８
６
２
９
へ
。

０４２

５２５

職
場
見
学
を
兼
ね
た 

保
育
職
員
の
面
接
会 

◎
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川 

④
自
宅
ま
た
は
自
宅
外
に
保
育

専
用
室
と
し
て　

㎡
（
６
畳
）

９.９

以
上
の
部
屋
が
原
則
と
し
て
１

階
に
あ
る
こ
と
な
ど

⑤
市
内
南
西
部
の
桜
が
丘
地
域

周
辺
で
事
業
を
行
え
る
方

　

な
お
、
家
庭
的
保
育
者
１
人

に
つ
き
、
保
育
で
き
る
人
数
は

３
人
ま
で
で
す
。
補
助
員
を
配

置
す
る
場
合
は
５
人
ま
で
保
育

で
き
ま
す
。

▽
保
育
日
時　

月
〜
土
曜
日
午

前
７
時
〜
午
後
６
時
の
う
ち
、

１
日
８
時
間

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
ま
で
。

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

該
当
の
方
で
、
ま
だ
申
請
し

て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
と
思
わ
れ
る
方

に
は
、
５
月
上
旬
に
申
請
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

▽
申
請
期
限　

８
月　

日
貉

１０

▽
提
出
先　

臨
時
福
祉
給
付
金

等
担
当
（
市
役
所
２
階
。
〒

　
　

東
大
和
市
中
央
３
―　

）

２０７-
８５８５

９３０

▽
問
合
せ　

臨
時
福
祉
給
付
金

等
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
内
線
３

９
１
０
ま
で
。

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

方
を
対
象
に
、
診
療
報
酬
明
細

書
（
レ
セ
プ
ト
）
デ
ー
タ
及
び

特
定
健
康
診
査
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
保
健
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

◎
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
通

知
の
送
付

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
か
ら

改
善
が
必
要
な
項
目
が
あ
っ
た

方
の
う
ち
、
医
療
機
関
を
受
診

し
て
い
な
い
方
、
生
活
習
慣
病

の
治
療
を
中
断
し
て
い
る
方
に
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
に
関
す
る

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

◎
保
健
師
等
に
よ
る
家
庭
訪
問

相
談

　

病
名
、
検
査
、
処
方
等
の
状

況
に
よ
り
生
活
習
慣
等
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
必
要
な
方
に
、
保
健

師
等
に
よ
る
家
庭
訪
問
相
談
に

関
す
る
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
健
師
等
が
ご
家
庭
を
訪
問

し
、
健
康
の
維
持
・
増
進
に
向

け
た
情
報
提
供
や
指
導
を
行
い

ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
１
ま
で
。

国
民
健
康
保
険
の 

保
健
事
業 

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
４５

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎
み
ん
な
の
力
で
防
ご
う
〜
児

童
虐
待

　

児
童
虐
待
は
、
発
育
の
遅
れ

・
情
緒
不
安
定
等
、
子
ど
も
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
次

の
よ
う
な
こ
と
に
気
が
つ
い
た

ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ひ
と
言
が
、
子
ど

も
と
保
護
者
を
救
う
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。
守
秘
義
務
に
よ

り
、
連
絡
者
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

【
参
考
例
】

�
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保

護
者
の
怒
鳴
る
声
が
い
つ
も
聞

こ
え
る
。

�
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
極

端
に
不
衛
生
で
あ
る
。

�
乳
幼
児
を
家
に
置
い
た
ま
ま

保
護
者
が
外
出
し
て
い
る
。

�
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
保

護
者
が
不
自
然
な
説
明
を
す
る
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

高
齢
者
向
け
給
付
金 

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時 

福
祉
給
付
金
）の
申
請
を 

受
け
付
け
て
い
ま
す 

▽
持
ち
物　

体
を
拭
く
タ
オ
ル
、

水
着
や
水
遊
び
用
の
オ
ム
ツ
等

▽
受
付
方
法　

当
日
、
事
務
室

受
付
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
発
熱
や
下
痢
、
と
び
ひ
、
水

い
ぼ
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◎
８
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

保
育
士
が
集
会
所
な
ど
に
出

張
し
、
親
子
で
手
遊
び
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
参
加
者
同
士

の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど
に

つ
い
て
も
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
開
催
日
・
場
所　

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
８
月
か

ら
ミ
ニ
プ
ー
ル
で
水
遊
び
が
楽

し
め
ま
す
。
水
の
中
で
楽
し
め

る
お
も
ち
ゃ
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
、
暑

さ
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

３
歳
く
ら
い
ま
で
の

乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

▽
日
時　

８
月
１
日
豺
〜　

日
３１

貉
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

５０

※
受
付
は　

時　

分
ま
で
。
土

１１

３０

・
日
曜
日
は
除
く
。

※
天
候
・
気
温
の
状
況
に
よ
り
、

中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
玄
関
横

「かるがもひろば」で 

　　　　　　を 

　　　　　しませんか 

水遊び 水遊び 

　

家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育
マ

マ
）
は
、
保
育
の
技
能
と
経
験

を
生
か
し
て
、
生
後　

日
目
〜

５７

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
自
宅
等

に
お
い
て
保
育
す
る
事
業
で
す
。

　

市
で
は
家
庭
的
保
育
事
業
を

行
え
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る

方
は
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

現
在
実
施
し
て
い
る
保
育
マ
マ

の
施
設
も
見
学
で
き
ま
す
。

▽
家
庭
的
保
育
事
業
者
の
条
件

①
市
内
在
住
の
心
身
健
全
な
方

②
保
育
士
、
教
員
、
助
産
師
、

保
健
師
、
看
護
師
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
有
し
、
か
つ
保
育
経

験
を
有
す
る
こ
と
。
ま
た
、
市

が
指
定
す
る
研
修
を
受
講
し
、

修
了
す
る
こ
と

�
研
修
実
施
時
期　
　

月
〜　

１０

１２

月
の
う
ち
の
６
日
間
（
研
修

後
、
実
習
が
２
日
間
以
上
必
要

で
す
）

�
研
修
場
所　

西
新
宿
、
飯
田

橋
、
立
川
、
新
宿
、
茗
荷
谷
等

③
現
在
、
養
育
し
て
い
る
６
歳

未
満
の
子
ど
も
が
い
な
い
こ
と

家
庭
的
保
育
事
業 

（
保
育
マ
マ
）
を 

　
　
募
集
し
ま
す 

◎
食
費
・
居
住
費
の
軽
減

　

施
設
に
入
所
し
た
場
合
等
の
食
費
、居
住
費
、

滞
在
費
は
、
原
則
と
し
て
全
額
利
用
者
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
①
②
の
費
用
に
は
減
額

措
置
が
あ
り
ま
す
。
①
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入
所
し
た
場
合

の
食
費
と
居
住
費（
室
料
や
光
熱
水
費
相
当
）②

短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
し
た
場

合
の
食
費
と
滞
在
費
（
室
料
や
光
熱
水
費
相
当
）

※
対
象
の
段
階
別
負
担
限
度
額
は
表
１
参
照
。

◎
利
用
者
負
担
額
の
軽
減

　

次
の
①
〜
⑥
の
全
て
に
該
当
す
る
被
保
険
者

が
、
軽
減
措
置
を
実
施
す
る
事
業
者
か
ら
対
象

と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
利
用
者
負

担
額
、
食
費
及
び
居
住
費
等
が　

パ
ー
セ
ン
ト

２５

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
の 

　
　
　 

軽
減
を
実
施
し
ま
す 

軽
減
さ
れ
ま
す
。
①
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方

の
申
請
日
の
属
す
る
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
②
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の
方
の
平
成

　

年
中
の
年
間
収
入
総
額
が
表
２
に
掲
げ
る
基
準

２７額
以
下
で
あ
る
こ
と
③
世
帯
を
構
成
す
る
全
て
の

方
の
申
請
日
現
在
の
預
貯
金
総
額
が
表
２
の
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と
④
居
住
用
の
家
屋
そ
の
他
日

常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得

る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
⑤
負
担
能
力
の

あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
⑥
介
護

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス　

盧
訪
問
介
護
盪
通
所
介

護
蘯
短
期
入
所
生
活
介
護
盻
介
護
福
祉
施
設
サ
ー

ビ
ス
眈
訪
問
入
浴
介
護
眇
訪
問
看
護
眄
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
眩
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

眤
短
期
入
所
療
養
介
護
眞
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
眥
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
眦
夜
間
対
応
型

訪
問
介
護

※
盧
〜
蘯
及
び
眈
〜
眥
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
、

盪
と
盻
は
地
域
密
着
型
を
含
み
ま
す
。
生
活
保
護

受
給
者
は
蘯
と
盻
の
み
対
象
と
し
ま
す
。

【
食
費
・
居
住
費
の
軽
減
、
利
用
者
負
担
額

の
軽
減
の
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
日
現
在
の
預
貯
金

額
が
確
認
で
き
る
書
類
や
通
帳
等
の
写
し
が

必
要
（「
食
費
・
居
住
費
の
軽
減
」
は
、
配
偶

者
も
必
要
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
利
用
者

負
担
額
の
軽
減
」
は
、
平
成　

年
中
の
収
入

２７

が
確
認
で
き
る
書
類
（
非
課
税
証
明
書
や
そ

の
他
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
通
帳
の
写

し
等
）
が
必

要
に
な
り
ま

す
。
前
年
に

該
当
し
た
方

に
は
市
か
ら

申
請
の
案
内

を
郵
送
し
ま

す
。

�
以
上
の
お

問
合
せ
は
、

高
齢
介
護
課

・
内
線
１
１

３
７
〜
１
１

３
９
ま
で
。

表2　利用者負担額軽減制度「収入・預貯金基準表」
預貯金基準額収入基準額世帯構成員数

3,500,000円1,500,000円1人

4,500,000円2,000,000円2人

5,500,000円2,500,000円3人

世帯構成員が
1人増すごとに

1,000,000円を加算

世帯構成員が
1人増すごとに
500,000円を加算

4人以上

表 1　食費・居住費（滞在費）に係る軽減の対象要件及び軽減後の負担限度額   （単位：円／日）
居住費・滞在費

食費対象利用者
負担段階 多床室

従来型個室ユニット型個室

介護老人
保健施設介護老人

福祉施設準個室個室
介護療養型
医療施設

0490320490820300生活保護受給者または老齢福祉年金受
給者で世帯員全員が市民税非課税の方第1段階

370490420490820390
世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入額と非課税
年金収入額の合計が80万円以下の方

第2段階

3701,3108201,3101,310650世帯全員が市民税非課税で、第2段階
対象者以外の方第3段階

※配偶者が市民税を課税されているかどうかを確認し、課税されている場合には、負担軽減の対象外になりま
す。世帯が同じかどうかは問いません。
※市民税非課税世帯の方であっても、一定額を超える預貯金等の金額がある場合は対象外になります。なお、一
定額を超える預貯金等の金額とは、配偶者がいる方は合計2,000万円、配偶者がいない方は1,000万円です。

�� ������������������������������������������������������������������������

場所開催日

新堀地区会館8月10日貉

芋窪集会所8月24日貉

かみきただい児童館8月29日豺

さくらがおか児童館8月30日貂
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手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

国
保
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得

日
は
、
従
前
の
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
日
と
な
り
、
転
入
し
た

方
は
、
転
入
日
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
税
は
資
格
を
取

得
し
た
月
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
国
保
の
保
険
給
付

　

国
保
に
は
療
養
の
給
付
等
の

様
々
な
保
険
給
付
が
あ
り
ま
す

（
表
２
参
照
）。

■
医
療
費
が
高
額
の
時

　

同
じ
月
内
の
医
療
費
（
保
険

　

国
民
健
康
保
険
事
業
（
国
保
）

は
、
対
象
と
な
る
市
民
の
皆
さ

ん
（
被
保
険
者
）
の
病
気
、
け

が
、
出
産
及
び
死
亡
に
対
し
保

険
給
付
を
行
う
国
民
健
康
保
険

法
に
基
づ
く
事
業
で
す
。

■
国
保
の
被
保
険
者
の
資
格

　

国
保
の
被
保
険
者
は
、
次
の

①
〜
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
方
で
す
。

①
健
康
保
険
等
（
健
康
保
険
、

共
済
組
合
等
）
の
被
保
険
者
及

び
そ
の
被
扶
養
者

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　

ま
た
、
市
内
在
住
で
３
か
月

を
超
え
て
日
本
に
滞
在
す
る
外

国
人
の
方
も
国
保
の
届
出
が
必

要
で
す
。

　

株
式
会
社
等
に
勤
務
し
て
い

る
方
は
、
健
康
保
険
の
適
用
に

な
り
ま
す
。
パ
ー
ト
な
ど
で
も

勤
務
時
間
・
日
数
等
の
要
件
に

よ
り
社
会
保
険
の
適
用
に
な
り

ま
す
。

■
被
保
険
者
資
格
の
取
得
と
喪

失
の
手
続
き

　

国
保
の
被
保
険
者
資
格
の
取

得
と
喪
失
の
手
続
き
は
、
異
動

が
あ
っ
た
日
か
ら　

日
以
内
に

１４

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

に
世
帯
主
が
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
（
表
１
参
照
）。

適
用
分
）
の
自
己
負
担
が
限
度

額
を
超
え
た
時
は
、
申
請
を
し

て
認
め
ら
れ
る
と
、
限
度
額
を

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し

て
、
後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。
対

象
者
に
は
市
か
ら
通
知
し
ま
す
。

■
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
を

更
新
さ
れ
る
方
へ

　
　

歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

７０
で
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

お
持
ち
の
方
は
、
７
月　

日
豸

３１

が
有
効
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
以
降
、「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
を
継
続
し
て
利
用
す

る
場
合
、
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。
更
新
手
続
き
の
対
象
の

方
に
は
申
請
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
申
請
用
紙
に
同
封
の

ご
案
内
に
基
づ
き
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
国
保
高
齢
受
給
者
（　

歳
以

７０

上　

歳
未
満
）
の
方
へ

７５

　

国
保
被
保
険
者
が　

歳
に
な

７０

る
と
、そ
の
誕
生
月
の
翌
月（
誕

生
日
が
１
日
の
場
合
は
当
月
）

か
ら
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、　

歳
の

７０

誕
生
月
の
月
末
（
誕
生
日
が
１

日
の
場
合
は
前
月
の
月
末
）
ま

で
に
、
国
保
高
齢
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。
病
院
な
ど
に
か

か
る
場
合
は
、
被
保
険
者
証
と

一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
国
保
高
齢
受

給
者
証
の
有
効
期
限
は
平
成　
２８

年
７
月　

日
豸
ま
で
で
す
。
新

３１

し
い
国
保
高
齢
受
給
者
証
は
、

７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
国
保
高
齢

受
給
者
証
は
、
保
険
年
金
課
ま

た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
返
却
す

る
か
、
各
自
で
裁
断
す
る
な
ど

確
実
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
７
月　

日

２９

３１

豺
ま
で
に　

歳
に
な
る
方
は
、

７５

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

す
る
た
め
、　

歳
の
誕
生
日
前

７５

日
が
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
有

効
期
限
と
な
り
ま
す
。

■
国
保
高
齢
受
給
者
証
の
一
部

負
担
金
の
割
合
と
所
得
区
分
判

定
基
準

　

国
保
高
齢
受
給
者
証
を
提
示

し
て
病
院
な
ど

で
支
払
う
医
療

費
の
一
部
負
担

金
の
割
合
は
、
１
割
〜
３
割
で

（
国
保
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
）、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
す
。

　

国
保
高
齢
受
給
者
証
に
よ
る

一
部
負
担
金
の
割
合
と
所
得
区

分
判
定
基
準
は
、
表
３
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
ら

相
談
を

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加

害
者
）
の
行
為
で
、
け
が
な
ど

を
し
た
時
は
、
警
察
に
届
け
て

事
故
証
明
を
も
ら
い
、
保
険
年

金
課
へ
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
国
保
で
は
、
医
療
費
を
一

時
的
に
立
て
替
え
、
後
に
加
害

者
に
請
求
し
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導

　

原
則
、　

歳
か
ら　

歳
未
満

４０

７５

の
国
保
の
被
保
険
者
に
、
生
活

習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

さ
れ
て
い
る
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
に
着
目
し
た
特
定
健
康
診

査
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

　

健
診
を
受
診
し
た
方
に
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
必
要
な

基
本
的
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
の
結
果
、
生
活

習
慣
病
に
な
り
や
す
い
と
判
定

さ
れ
た
方
に
は
、
特
定
保
健

指
導
（
動
機
付
け
支
援
ま
た
は

積
極
的
支
援
）
の
利
用
券
を
送

付
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

・
内
線
１
０
２
１
、
国
民
健
康

保
険
税
係
・
内
線
１
０
２
３
ま

で
。

国
民
健
康
保
険
の 

　
　

し
く
み
と
給
付 
国
民
健
康
保
険
の 

　
　

し
く
み
と
給
付 

表 1　届出一覧
手続きに必要なものこんな時

印鑑、他の市区町村の転出証明書東大和市に転入してきた時国
保
の
資
格
を

取
得
す
る
場
合

印鑑、資格喪失証明書または退職証明書職場の健康保険をやめた時

印鑑、被保険者証、母子健康手帳子どもが生まれた時

印鑑、生活保護受給証明書生活保護廃止の時

印鑑、被保険者証東大和市から転出する時国
保
の
資
格
を

喪
失
す
る
場
合

印鑑、国保・社保両方の被保険者証職場の健康保険に加入した時

印鑑、被保険者証死亡した時

印鑑、被保険者証、生活保護受給証明書生活保護開始の時

印鑑、被保険者証住所、氏名、世帯主などに変更
があった時

そ
の
他

印鑑、身分証明書等被保険者証をなくした時

印鑑、在学証明書、被保険者証子どもが修学で他の市町村に転
出する時

※1　本人が手続きする場合、印鑑は不要です。
※2　被保険者証の交付は郵送です。ただし、運転免許証、パスポート、マイナンバーカード等

の顔写真付きの公的身分証明書がある場合は、窓口で交付します。

表 3　一部負担金割合別の市町村民税課税所得（以下、課税所得）等と自己負担限度額
自己負担限度額（1か月）区　分

一部負担金
の割合　　 外来＋入院

（世帯単位）外　来収　入
（注4）判定対象世帯員平成28年度の

課税所得　　

44,400円
（一般）

12,000円
（一般）

145万円
未満

2割
（注1）

520万円
未満

国保被保険者が
2人以上145万円

以上
（注2、注3） 383万円

未満
国保被保険者が
1人

80,100円 ＋（医
療 費 －267,000
円）×1％
（現役並み所得者）

44,400円
（現役並み
所得者）

520万円
以上

国保被保険者が
2人以上145万円

以上3割
383万円
以上

国保被保険者が
1人

注1　平成26年4月1日までに70歳の誕生日を迎えた方は、1割となります。
注2　課税所得が145万円以上かつ、総所得金額等から基礎控除額を差し引いた所得が210万円以下の

場合は2割となります。ただし、平成27年1月以降新たに70歳となった国保被保険者のいる世帯
のみとなります。※申請不要

注3　課税所得が145万円以上であっても、判定対象世帯員（同一の世帯に属する70歳以上の国民健康
保険被保険者）の収入によって、申請をすると一部負担金の割合が2割となります。

注4　収入は、同一の世帯に属する70歳以上の国民健康保険被保険者〔旧国民健康保険被保険者（※）
を含む〕の収入で判定します。

※旧国民健康保険被保険者は、後期高齢者医療制度の被保険者のうち、次の①及び②に該当する方と
なります。
①後期高齢者医療制度の被保険者の資格を取得した日まで、国民健康保険の被保険者であった方
②後期高齢者医療制度の被保険者の資格を取得した日以降、同一世帯の国民健康保険の世帯主と同
一世帯の方

表 2　給付一覧　
このような給付がこんな時

総医療費の一部〔一部負担金（未就学児は2割、70歳以上75
歳未満は1割～3割）〕の支払いで治療が受けられます。

○病気になった時
○けがをした時
○歯が痛む時

療
養

給
付

○柔道整復師の施術費療
養

費　

自己負担限度額を一部負担金が超えた時、その超えた分を高額
療養費として後から支給されます。対象の方には診療月の2～3
か月後に、世帯主宛に通知しますので申請をしてください。
※医療機関に提示することにより、入院・外来とも窓口の支払
いが自己負担限度額までとなる「限度額認定証」があります。

○医療費が高額になった時

高
額
療
養
費

いったん全額自己負担となりますが、その後、保険年金課へ申
請し、東京都国民健康保険団体連合会での審査を経て、支給決
定されると、自己負担限度額を除いた額が後から支給されます。
申請から3か月程度かかります。診療報酬明細書（レセプト）
等が必要となります。保険年金課にお問い合わせください。
※審査の結果、支給されない場合があります。
※はり、灸については支給の対象となる疾病が限られています
（神経痛、リウマチ等）。
※医師が治療上必要と認めた証明書等が必要な場合がありま
す。

○急病などでやむを得ず保険証
を持たずに治療を受けたり、
不慮の事故などで国保を扱っ
ていない医療機関で治療を受
けたりした時

療
養
費
（
後
か
ら
の
支
給
が

受
け
ら
れ
る
場
合
）

○はり、灸、マッサージなどの
施術を受けた時

○医師が治療上必要と認めたコ
ルセットなどの治療用装具代
がかかった時

○海外渡航中に治療を受けた時

出産育児一時金42万円が支給されます。なお、支払い先（医
療機関・本人）によって、申請時期や書類が異なりますのでお
問い合わせください。

○被保険者が出産した時

そ
の
他
の
給
付

喪主に対し、葬祭費5万円が支給されます。○被保険者が亡くなられた時

日本病院会、全日本病院協会の指定を受けた病院、独立行政法
人国立病院機構、公立病院、健康保険法に規定される保険医療
機関で人間ドックまたは脳ドックを受診した時、1人に年度で
1回に限り23,000円を限度に助成します。
※受診日に満40歳以上、納期の到来した国保税の未納がない
方が対象です。
※PET健診及び簡易な健康診断は対象外です。
※申請期限は、受診後、1年以内です。

○人間ドック受診料の一部助成
 （脳ドックを含む）

※その他、訪問看護ステーションの利用料や重病人の入院などの移送費の一部が支給される場合
があります。

（注）申請期限は、高額療養費、療養費は、医療費を支払った日の翌日、出産育児一時金は出産のあった日
の翌日、葬祭費は葬祭を行った日の翌日から2年以内です。詳しくは、お問い合わせください。
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■
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が
定
期

予
防
接
種
に
な
り
ま
す

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
、

２８

１０

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が
定
期
接

種
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成　

年
４
月
１
日

２８

以
降
に
生
ま
れ
、
接
種
当
日
２

か
月
か
ら
１
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
の
方
／
接
種
回
数　

３

回
（
今
ま
で
に
接
種
し
た
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
回
数
と
合
計

し
て
３
回
ま
で
）
／
予
診
票
の

発
送
は
９
月
中
旬
〜
下
旬
を
予

定
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　
０４２

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

５６５
■
食
育
推
進
事
業
「
フ
ラ
イ
パ

ン
で
ピ
ザ
作
り
！
」

　

フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
っ
て
、
夏

ら
し
い
ピ
ザ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

簡
単
に
で
き
る
デ
ザ
ー
ト
も
作

り
ま
す
。
お
友
だ
ち
と
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。

　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生
／
８

月　

日
貉
午
前
９
時　

分
〜
午

１７

３０

後
０
時　

分
／
場
所　

市
立
保

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
）

２０

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

■
親
子
料
理
教
室

　

夏
休
み
、
人
気
の
学
校
給
食

メ
ニ
ュ
ー
作
り
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
／
８

月
３
日
貉
午
前
９
時　

分
〜
午

３０

後
０
時　

分
／
場
所　

市
立
保

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

組　

人
（
申

１６

３２

込
順
）
／
食
育
の
話
、
調
理
実

習
、
試
食
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具　

■
両
親
学
級
（
９
月
コ
ー
ス
／

全
５
回
）

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
等

左
表
の
と
お
り
／
午
前
は
９
時

　

分
〜
正
午
、
午
後
は
１
時　

３０

３０

分
〜
４
時
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／　

組
（
申
込
制
。

２０

８
月
１
日
豺
か
ら
受
付
開
始
）

／
第
１
子
目
の
方
を
優
先
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、　

月
の

１１

コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
／
第
５
回

は
、
午
前
ま
た
は
午
後
の
参
加

／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

■
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演

会
〜
大
切
な
人
の
た
め
に
、
あ

な
た
が
で
き
る
こ
と
〜

　

周
囲
の
人
の
変
化
へ
の
気
付

き
や
声
か
け
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
人
の

不
調
を
知
っ
て
、
困
っ
て
い
る

人
へ
寄
り
添
え
る
人
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

　

８
月　

日
豺
午
前
９
時　

分

２２

３０

〜　

時　

分
／
場
所　

市
立
保

１１

３０

健
セ
ン
タ
ー
／
講
師　

吉
村
由

未
氏
（
臨
床
心
理
士
）
／　

人
２０

程
度
（
申
込
順
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
及
び
そ
の
家

族
の
た
め
に
、
保
健
師
や
専
門

医
が
相
談
に
の
り
ま
す
。

　

８
月
３
日
貉
午
前　

時
〜
正

１０

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
市
へ
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
麻
雀
卓
（
台
付
）　
　

台
１３

　

麻
雀 
牌 　
　

セ
ッ
ト

ぱ
い

１３

　

健
康
麻
雀
同
好
会

　

中
央
公
民
館
で
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
審
議
会
等

　

審
議
会
等
の
傍
聴
が
で
き
ま

す（
定
員　

人
。先
着
順
）。当
日

１０

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
平
成　

年
度
排
水
設
備
工
事

２８

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試

験試
験
日　
　

月
２
日
豸
午
前　

１０

１０

時
〜
正
午
／
場
所　

青
山
学
院

大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館

（
渋
谷
区
渋
谷
４
―
４
―　

）
２５

／
受
験
手
数
料　

六
、
〇
〇
〇

円
／
主
催　

東
京
都
下
水
道
局

／
申
込
書
の
配
布　

７
月　

日
２１

貅
〜
８
月　

日
貉
の
間
、
下
水

３１

道
課
（
市
役
所
２
階
）
で
配
布

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

／
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
８
月
１
日
豺

〜　

日
貉
に
同
封
の
封
筒
に
入

３１
れ
て
、
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
㈱
（
〒　
　

千
代
田
区
大
手

１００-
０００４

町
２
―
６
―
２
）
へ
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）
／
下
水
道
課
・

内
線
１
２
３
５
ま
で
。

■
植
物（
ウ
メ
・
モ
モ
な
ど
）の

病
気
の
原
因
と
な
る
プ
ラ
ム
ポ

ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
調
査
を
実
施

　

農
林
水
産
省
と
東
京
都
で
は
、

７
月
下
旬
〜
９
月
上
旬
に
、
市

内
の
ウ
メ
・
モ
モ
な
ど
の
「
ウ

メ 
輪
紋 
ウ
イ
ル
ス
（
プ
ラ
ム
ポ

り
ん
も
ん

ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
）
調
査
」
を

行
い
ま
す
（
職
員
証
を
持
参
）。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
疑
い
が
あ

る
場
合
、
所
有
者
の
了
解
を
得

た
う
え
で
、葉
を
採
取
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ

イ
ル
ス
は
、
人
や
動
物
に
は
感

染
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
感
染
し

て
い
る
果
実
を
食
べ
て
も
健
康

に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
／
東
京

都
農
業
振
興
事
務
所
�　

―　
０４２

５４８

―
４
８
８
１
ま
た
は
農
林
水
産

省
横
浜
植
物
防
疫
所
国
内
検
疫

担
当
�　

―　

―
７
１
３
５
へ
。

０４５

２８５

知
り
合
い
が
欲
し
い
方
な
ど
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。ま
た
、普
段
は
離
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
ご
家
族
か
ら
の
お
問

い
合
せ
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
環
境
保
全
審
議
会

　

７
月　

日
貅
午
後
１
時　

分

２１

３０

か
ら
／
場
所　

中
央
図
書
館
／

環
境
課
・
内
線
１
２
７
４
ま
で
。

◎
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

８
月
２
日
貂
午
後
７
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第

７
・
８
会
議
室
／
高
齢
介
護

課
・
内
線
１
１
３
７
ま
で
。

◎
第
１
回
総
合
教
育
会
議

　

８
月
５
日
貊
午
後
３
時　

分
３０

か
ら
／
場
所　

中
央
公
民
館
／

学
校
教
育
課
・
内
線
１
５
１
１

ま
で
。

■
「（
仮
称
）
芋
窪
六
丁
目
・
上

北
台
一
丁
目
地
区
地
区
計
画
等
」

に
関
す
る
懇
談
会

　

市
で
は
、
新
青
梅
街
道
拡
幅

事
業
に
伴
い
、
沿
線
地
区
で
あ

る
芋
窪
六
丁
目
・
上
北
台
一
丁

目
地
区
に
つ
い
て
、
街
づ
く
り

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
地
区
計
画

等
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

東
大
和
市
街
づ
く
り
条
例
の

規
定
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

①
８
月
５
日
貊
午
後
７
時
〜

８
時　

分
②
８
月
６
日
貍
午
後

３０

２
時
〜
３
時　

分
③
８
月
７
日

３０

豸
午
前　

時
〜　

時　

分
／
場

１０

１１

３０

所　

芋
窪
集
会
所
／
都
市
計
画

課
・
内
線
１
２
５
５
ま
で
。

■
国
立
感
染
症
研
究
所
村
山
庁

舎（
武
蔵
村
山
市
）の
一
般
公
開

　

７
月　

日
貍
午
後
１
時
〜
５

３０

時（
入
場
は
４
時　

分
ま
で
）／

３０

感
染
症
の
解
説
、
ゲ
ー
ム
・
工

作
、
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
／
駐

車
場
に
限
り
が
あ
り
、
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
／

国
立
感
染
症
研
究
所
村
山
庁
舎

�　

―　

―
０
７
７
１
へ
。

０４２

５６１

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
の
協
力

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
民

相
互
の
助
け
合
い
活
動
「
さ
わ

や
か
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
等

へ
の
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
及
び
、

子
ど
も
を
自
宅
で
預
か
る
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

現
在
、
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
な
る
協
力
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
本
会
の
「
さ
わ
や
か

講
座
」
を
受
講
す
れ
ば
、
協
力

会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
そ
の
他
、
訪
問
介
護
員
・
看

護
師
・
保
育
士
等
の
資
格
で
も

可
。
子
育
て
支
援
の
活
動
は
、

子
育
て
経
験
の
み
で
も
可
）。

　

活
動
す
る
と
１
時
間
当
た
り

　

円
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

９００仕
事
や
家
事
、
子
育
て
の
合
間

を
使
っ
て
、活
動
が
で
き
ま
す
。

助
け
合
い
の
気
持
ち
で
、
さ
わ

や
か
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
会
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
／
社
会
福
祉
協

議
会
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
�　
０４２

―　

―
０
０
１
３
へ
。

５６７
◎
見
守
り
・
声
か
け
活
動

　

高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り
・

声
か
け
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
高
齢
者
の
安

否
確
認
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
で
す
。

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
近

隣
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し 

「
声
か
け
」
を
し
た
り
、さ
り
げ

な
く「
見
守
り
」を
行
い
ま
す
。

「
見
守
り
」か「
声
か
け
」か
は
、

希
望
に
よ
り
選
択
で
き
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

　

日
中
ひ
と
り
で
い
る
こ
と
が

多
い
方
や
、
家
族
と
離
れ
て
暮

ら
し
て
い
る
方
、
ご
近
所
に
お

　

熱
中
症
は
自
宅
や
屋
外
で
多

く
発
生
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
は
、
身
体
の
機
能
が

未
熟
な
だ
け
で
な
く
、
生
活
環

境
に
よ
る
体
感
温
度
の
違
い
も

あ
り
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

①
暑
さ
に
気
づ
か
ず
脱
水
症
状

に
な
る
リ
ス
ク

　

遊
び
に
熱
中
し
て
い
た
り
、

眠
っ
て
い
る
時
は
、
乳
幼
児
は

自
分
で
水
分
補
給
や
衣
類
を
調

節
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

外
出
時
や
入
浴
後
、
よ
く
汗
を

か
い
た
時
な
ど
は
、
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

②
地
面
に
近
い
ほ
ど
暑
い

　

身
長
が
低
い
こ
と
や
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
に
座
っ
て
い
る
状
態
は
、

地
面
か
ら
の
照
り
返
し
熱
の
影

響
で
、
大
人
が
感
じ
る
よ
り
も

２
〜
３
℃
暑
い
環
境
に
な
り
ま

す
。
直
射
日
光
の
下
で
長
時
間

過
ご
す
こ
と
は
避
け
、
風
通
し

の
良
い
日
陰
や
冷
房
の
効
い
た

屋
内
に
こ
ま
め
に
移
動
し
ま
し

ょ
う
。

　

規
則
正
し
い
生
活
に
よ
る
体

調
管
理
の
ほ
か
、
普
段
か
ら
運

動
や
入
浴
で
発
汗
の
習
慣
を
つ

け
て
お
く
こ
と
で
、
暑
さ
に
備

え
る
機
能
が
高
ま
り
ま
す
。

　

メ
ッ
シ
ュ
素
材
や
ゆ
っ
た
り

と
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
服
な
ど
、

熱
が
こ
も
り
に
く
く
体
温
調
節

し
や
す
い
服
装
を
選
ぶ
こ
と
も

大
切
で
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

乳
幼
児
の
熱
中
症 

◎
予
防
し
ま
し
ょ
う 

な
お
、
こ
の
活
動
に
協
力
い
た

だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
関
心
が
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉
協
議

会
�　

―　

―
０
０
１
２
へ
。

０４２

５６４

開　催　日

午後産科医師の話 9 月 8 日貅第1回

午後妊娠中の歯の話 9 月12日豺第2回

午前妊娠中の栄養の話と調理実習 9 月15日貅第3回

午後妊婦体操と呼吸法 9 月29日貅第4回

午前
もく浴の実習10月 1 日貍第5回

午後

平成28年度　国営昭和記念公園 
レインボープール割引券レインボープール割引券 

（東大和市）（東大和市） 
レインボープール割引券レインボープール割引券 

（東大和市）（東大和市） 
　この割引券を切り取って公園窓口に持参すれ 
ば、プール料金（入園料含む）が割引となります。 
大人（15歳以上）　　2,300円　→　2,100円 
子ども（小・中学生）1,200円　→　1,000円 
幼児（４歳以上の未就学児）300円　→　200円 
 1 枚で5人まで利用できます（4歳未満の人数 
  は除く）。 
ほかの割引券との併用はできません。 
午後2時以降はサンセットチケットをご利用 
ください。 
有効期間は平成28年7月16日（土）～9月4日（日） 
のプール営業期間中です。 
大人：　　人・子ども：　　人・幼児：　　人 
問合せ  同公園管理センター 　 042－528－1751

キリトリ線 

コピー不可 

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は、大変混雑しています。駅までおおむね 800 メートル以内に
お住まいの方の自転車等利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線 1213 まで
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〈
一
般
書
〉

�
漂
流
の
島

　
　
　
　
　

闍
橋 
大
輔 
著

�
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
と
い

う
生
き
方

　
　
　

中
原 
仁
・　
　
　

 
ケ
イ
タ
☆
ブ
ラ
ジ
ル 
共
著

�
自
分
を
知
る
い
の
ち
の
科

学　　
　
　
　

伊
藤 
明
夫 
著

〈
児
童
書
〉

�
バ
ン
ブ
ル
ア
ー
デ
ィ

       
セ
ン
ダ
ッ
ク , 　
 

           
モ
ー
リ
ス 
作

�
小
や
ぎ
の
か
ん
む
り

　
　
　
　

市
川 
朔
久
子 
作

〈
録
音
図
書
〉

�
鹿
の
王　

下

　
　
　
　

上
橋 
菜
穂
子 
著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
（
録
音
図
書
の
利

用
は
、
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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 腰部脊柱管狭窄症 について
ようぶせきちゅうかんきょうさくしょう

　
　人間が立って歩く限り、腰は常に無理な

姿勢では痛みを感じるようになっています。

私も腰痛に若い頃から随分と悩まされてき

ました。この腰痛の１つであり、この頃話

題になることの多い腰部脊柱管狭窄症につ

いて説明します。

　腰部脊柱管狭窄症は、変形した 椎間板 や
ついかんばん

椎間関節、 肥厚 した 黄色靭帯 が
ひ こ う  おうしょくじんたい

 脊髄 を前後
� �せきずい

から圧迫することによって下肢に色々な症

状を起す病気です（これに対して 腰椎 椎間
ようつい

板ヘルニアは、主に椎間板の変性により 神 
しん

 経根 を前方
� �

から圧迫するものです）。
けいこん

　特徴は、 間欠跛行 です。これは歩くと脚
か ん け つ は こ う

の痛みやしびれが強くなり歩行困難をきた

すものの、数分間の安静によってまた歩行

可能になることを言います。病気が進むに

つれて歩ける距離が短くなってきます。自

転車に乗るなどの前傾姿勢では症状が消え

るのが特徴です。家で腹ばいになって膝を

曲げると、 大腿部 に 疼痛 が走るようなら専
だ い た い ぶ  とうつう

門医の診察を受けることをお勧めします。

　痛みが主な症状の場合は、生活に無理を

せず、座る姿勢を多くして、歩行は可能な

範囲にとどめ、椅子・杖・シルバーカー等

を活用するのがよく、このようなことで自

然と治る傾向があると言われています。

　専門医は、下肢のしびれや歩行能力の改

善には、薬を出し、必要に応じて腰椎の

MRI を撮り、症状に応じて手術を勧めます。

　足がしびれて足に原因があると思って来

院する人の中にも、実際には腰部脊柱管狭

窄症が原因の人が多々いらっしゃいます。

心配な方は早めに診察を受けましょう。

公益社団法人東大和市医師会

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課（
市
役
所
１
階
）で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端

末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届
出
印

は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　8月1日（月） 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・固定資産税・都市計画税 第2期 

・国民健康保険税 第1期全期前納 

・介護保険料 第1期 

・後期高齢者医療保険料 第1期 

������������������������������������

□
①
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
②
ラ

ジ
オ
体
操
講
習
会
③
人
形
劇
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
（
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟
）
／
①
７
月　

日
貅
〜
８

２１

月　

日
貉
午
前
６
時　

分
〜
６

２４

２０

時　

分
（
雨
天
中
止
）
②
７
月

４５

　

日
貊
午
前
６
時　

分
〜
７
時

２２

４５

　

分
③
７
月　

日
豺
午
前
６
時

３０

２５

　

分
〜
７
時　

分
／
■場
上
仲
原

４５

３０

公
園
芝
生
広
場
／
③
上
演
作
品

「
三
匹
の
ヤ
ギ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ド

ン
」「
も
も
た
ろ
う
」
／
■講
 

②
小

坂
愛
／
■問
 

藤
原　

―　

―
１
３

０４２

５６２

７
３

□
キ
ッ
ズ
・
フ
ラ
体
験
教
室

�
フ
ラ
ガ
ー
ル
に
な
ろ
う
よ
�

〔
ラ
ウ
ナ
・
レ
ア
・
ヒ
ナ
ノ（
新

規
発
足
）〕／
年
長
以
上
〜
小
学

生
／
７
月　

日
貍
・　

日
貍
午

２３

３０

前　

時　

分
〜　

時　

分
／
■場

１０

３０

１１

３０

奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
／　

人
１０

（
申
込
順
）
／
フ
ラ
ダ
ン
ス
。

お
子
様
の
往
復
に
ご
配
慮
く
だ

さ
い
。
付
き
添
い
可
／
■講
 

尾
崎

実
千
代
／
■持
 

飲
み
物
、
汗
ふ
き

用
タ
オ
ル
、ス
カ
ー
ト（
私
服
可
）

／
■申
 

７
月　

日
ま
で
に
尾
崎　

２１

０４２

―　

―
９
０
８
８
へ
。

５６４

□
川
の
清
掃
「
第　

回
空
堀
川

２８

の
清
掃
」（
空
堀
川
を
考
え
る
会
）

／
７
月　

日
貍
午
前
８
時　

分

２３

３０

〜　

時
（
小
雨
決
行
。
雨
天
の

１１
場
合
は
翌
日
へ
順
延
）
／
集
合

場
所：

清
水
富
士
見
緑
地
／
軍

手
と
火
バ
サ
ミ
は
主
催
者
で
用

意
／
保
険
は
主
催
者
で
加
入
／

後
援：

東
京
都
北
多
摩
北
部
建

設
事
務
所
／
協
賛：

東
大
和

市
、
森
永
乳
業
㈱
／
■問
 

小
倉　
０７０

―
５
４
６
７
―
６
８
６
０

□
竹
パ
ウ
ダ
ー
コ
ン
ポ
ス
ト
に

挑
戦
（
東
大
和
ご
み
レ
ス
く
ら

ぶ
）
／
７
月　

日
豸
午
前　

時

２４

１０

〜
正
午
／
■場
上
北
台
公
民
館
／

　

人（
抽
選
）／
生
ご
み
の
た
い

２０肥
化
／
■講
 

内
野
真
奈
美
／
■申
 

７

月　

日
ま
で
に
内
野　

―　

―

１７

０４２

５６２

１
９
３
５（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）へ
。

□
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
技
術
講
習
会
（
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生
／
８
月
７
日

豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
■場

都
立
東
大
和
南
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
／　

人
（
申
込
順
）
／
ソ

５０

フ
ト
テ
ニ
ス
の
基
本
・
中
級
・

上
級
技
術
の
講
習
／
■講
 

大
谷
直

哉
ほ
か
／
■持
 

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、

ラ
ケ
ッ
ト
／
■申
 

７
月　

日
ま
で

２２

に
山
本　

―　

―
６
２
８
６
へ
。

０４２

５６４

□
文
庫
連
ま
つ
り
（
文
庫
連
絡

会
）
／
幼
児
親
子
、
小
学
生
／

７
月　

日
豺
午
後
１
時　

分
〜

２５

３０

３
時
／
■場
中
央
図
書
館
／　

人
５０

／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら

べ
う
た
、
お
り
紙
／
■問
 

上
田　
０４２

―　

―
２
１
７
５

５６２
□
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

（
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
／
市
内
在

住
・
在
学
及
び
東
大
和
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
登
録
チ
ー
ム
所
属
の

小
学
３
〜
６
年
生
／
７
月　

日
３０

貍
午
前
８
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分：

５
・
６
年
生
、
午
後
２
時

〜
４
時　

分：

３
・
４
年
生
／

３０

■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
桜
が
丘
フ

ィ
ー
ル
ド
／
各
学
年　

人
（
申

１００

込
順
）
／
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
の

コ
ー
チ
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
の
面

白
さ
を
教
え
て
く
れ
る
／
■講
 

Ｆ

Ｃ
東
京
の
コ
ー
チ
他
／
■持
 

サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
（
４
号
球
）、
飲
料

水
、
帽
子
等
／
■申
 

７
月　

日
ま

２７

で
に
小
澤　

―　

―
６
３
８
３

０４２

５６３

へ
（
協
会
登
録
チ
ー
ム
は
チ
ー

ム
で
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）。

□
ビ
ジ
ネ
ス
ご
っ
こ
＆
マ
マ
休

み
（
ビ
ジ
ネ
ー
ゼ
）
／
子
育
て

中
の
マ
マ
と
そ
の
お
子
さ
ん
／

７
月　

日
貍
午
前　

時
〜
午
後

３０

１０

３
時
／
■場
中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
内
ビ
ジ
ネ
ス
ト
／
子
ど
も

向
け
職
業
体
験
と
マ
マ
向
け
癒

し
の
メ
ニ
ュ
ー
（
商
工
会
の
後

援
イ
ベ
ン
ト
）／
■費
 

材
料
費（
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
み
）
／
■問
 

井

上iy_siesta@
yahoo.co.jp

□
東
大
和
市
シ
ニ
ア
健
康
水
泳

教
室
（
水
泳
協
会
）
／　

歳
以

６０

上
の
男
女
（
初
心
者
、
初
級
者

の
方
歓
迎
）
／
８
月　

日
貍
・

２０

　

日
豸
・　

日
貍
・　

日
豸
午

２１

２７

２８

後
４
時
〜
５
時　

分
／
■場
東
大

３０

和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
プ
ー
ル

／　

人
（
申
込
順
）
／
楽
し
く

２０
泳
い
で　

ｍ
完
泳
を
目
指
し
ま

２５

し
ょ
う
／
■持
 

水
着
、ゴ
ー
グ
ル
、

ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
／
■申
 

８
月　
１０

日
ま
で
に
杉
本　

―
６
４
０
９

０７０

―
１
２
２
６
へ
。

□
女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
・
Ｂ
（
テ

ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上
の
ペ

ア
（
Ａ：

中
・
上
級
者
、
Ｂ：

初
心
者
・
初
級
者
）／
９
月　

日
１１

豸
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時

２０

（
予
備
日
９
月　

日
豢
）
／
Ａ

２２

は
午
前　

時
、
Ｂ
は
午
前
８
時

１０

　

分
ま
で
に
集
合
／
■場
東
大
和

２０市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／

■費
 

１
ペ
ア
二
千
円
、
大
人
と
中

高
生
ペ
ア
千
五
百
円
、
中
高
生

ペ
ア
千
円
／
■申
 

８
月　

日
ま
で

２６

に
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の

体
育
館
に
置
い
て
あ
る
台
帳
に

記
入
／
■問
 

連
盟
メ
ー
ルh

y
t@

h

ytennis.org
□
市
民
音
楽
祭（
合
唱
連
盟
）／

市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
合
唱
と

器
楽
合
奏
の
グ
ル
ー
プ
／　

月
１０

　

日
豸
午
前　

時　

分
〜
午
後

２３

１１

３０

４
時
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／

市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
合
唱
と

器
楽
合
奏
の
発
表
会
／
■費
 

合
唱

連
盟
加
盟
団
体
１
人　

円
、
非

３００

加
盟
団
体
１
人
千
円
（
３
人
以

下
の
団
体
１
人
千
二
百
円
）、高

校
生
以
下
の
１
団
体
三
千
円
／

■申
 

８
月　

日
ま
で
に
手
塚　

―

２７

０４２

　

―
１
９
９
１
へ
（
午
後
７
時

５６３以
降
）。

□
第　

回
演
奏
会
参
加
者
募
集

１７

（
市
民
合
唱
団
「
第
九
を
歌
う

会
」）
／
市
民
の
成
人
及
び
小
・

中
学
生
、
高
校
生
／
平
成　

年
２９

２
月　

日
豸
午
後
２
時
〜
４
時

２６

／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／　

人
７１４

／
フ
ォ
ー
レ
「
レ
ク
イ
エ
ム
」、

「
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
が
見
た
日

本
の
四
季
」
／
指
揮
者　

辻
秀

幸
／
■費
 

二
万
千
円
（
参
加
費
・

楽
譜
代
）
／
■申
 

８
月　

日
ま
で

３１

に
河
本　

―　

―
０
１
７
３
へ
。

０４２

５６４

□
第　

回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
東
大

１８

和
児
童
作
品
展
作
品
募
集
（
Ｍ

Ｏ
Ａ
美
術
館
東
大
和
児
童
作
品

展
実
行
委
員
会
）
／
小
学
１
〜

６
年
生
／
■場
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル（　

月
展
示
予
定
）／
絵
画
の

１２

部：

４
つ
切
り
（
Ｂ
３
）
の
水

彩
・
パ
ス
テ
ル
。
書
写
の
部：

半
紙
／
ど
ち
ら
も
テ
ー
マ
は
自

由
。全
て
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

優
秀
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
で
展
示

さ
れ
ま
す
／
９
月　

日
ま
で
に

１６

作
品
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
／

■問
 

山
城　

―　

―
２
９
８
６ 

０４２

５６５

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

□
自
衛
官
募
集
案
内
①
自
衛
官

候
補
生
（
任
期
制
隊
員
）
②
一

般
曹
候
補
生
③
航
空
学
生
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
養
成
コ
ー
ス
）
④
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看

護
学
科
学
生
・
医
学
科
学
生
／

資
格　

①
②
は　

歳
以
上　

歳

１８

２７

未
満
の
方
、
③
④
は　

歳
以
上

１８

　

歳
未
満
の
方
（
い
ず
れ
も
平

２１成　

年
４
月
１
日
現
在
）
／
応

２９
募
受
付
期
間　

①
の
男
子
は
年

間
を
通
じ
て
募
集
、
①
の
女
子

と
②
③
は
８
月
１
日
〜
９
月
８

日
、
④
は
９
月
５
日
〜　

日
／

３０

試
験
日　

①
の
男
子
は
受
付
時

に
お
知
ら
せ
、
①
の
女
子
は
９

月　

日
〜　

日
の
い
ず
れ
か
１

２３

２７

日
、
②
は
９
月　

日
・　

日
の

１６

１７

い
ず
れ
か
１
日
、
③
は
９
月　
２２

日
、
④
は
看
護
学
科：

　

月　
１０

１５

日
、
医
学
科：

　

月　

日
及
び

１０

２９

　

日
／
■問
 

防
衛
省
国
分
寺
募
集

３０案
内
所　

―　

―
１
０
１
０

０４２

３２４

へ
。
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　市内小学校で消防車の写生を行いました。その中か
ら選ばれた入選作品を展示します 。 ぜひご覧ください。

△

日　時　 7月 22日貊午後～ 7月 28日貅正午の開
　　　　　館時間内

△

場　所　中央公民館 2  階ロビー

△

問合せ　 北多摩西部消防署� 042-565-0119 へ

 

●ハミング・ザ・シネマ／秋
の音楽・歌謡映画まつり（平
成２８年度文化庁優秀映画鑑
賞推進事業）
◎ジャンケン娘／９月３０日貊
午前１１時開演
◎大学の若大将／９月３０日貊
午後１時３０分開演
◎エノケンの頑張り戦術／１０
月１日貍午前１１時開演
◎君も出世ができる／１０月１
日貍午後１時３０分開演
【ハミング・ザ・シネマの共
通事項】
　大ホール　全席自由／各回
５００円、全作品見放題チケット
１,２００円（２日間有効） ／ 友の会
先行予約は７月１５日貊まで

新規に発売する自主事業

（電話予約のみ）、一般販売は
７月１６日貍から電話予約、７
月１７日�から窓口販売を開始。
●タイムファイブコンサート
2016　Japanese Standards
　１０月２９日貍午後４時３０分開
演／小ホール　全席自由／一
般３,０００円（友の会２,５００円）／
未就学児童の入場はご遠慮く
ださい／友の会先行予約は７
月２６日貂～２９日貊（電話予約
のみ）、一般販売は７月３０日貍
から電話予約、７月３１日豸か
ら窓口販売を開始します。

 

●スギテツコンサート～クラ
シックを遊ぶ真夏の音楽実験
室～
　８月２１日�午後３時開演／

チケット発売中の自主事業

小ホール　全席自由／一般
２,５００円（友の会２,０００円）／３
歳未満の入場はご遠慮くださ
い。

●ミュージカル「眠れる森の
美女」
　９月２５日�午後２時開演／
大ホール　全席指定／大人・
子ども同一料金２,５００円（友の
会２,２５０円） ／ ３歳未満のひざ
上鑑賞は無料です。

 

　市民を対象とした調整会議
は、８月２日 貂午後１時３０分
から行います。

８月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も

６０

加
入
で
き
ま
す

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
日
本

２０

６０

に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
被
用

者
年
金
制
度
の
被
保
険
者
ま
た

は
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受

け
ら
れ
る
方
を
除
い
て
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
に
な
り
、
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、　

歳
６５

か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
年
金

受
給
権
は　

年
以
上
保
険
料
の

２５

納
付
・
免
除
若
し
く
は
合
算
対

象
（
カ
ラ
）
期
間
が
必
要
と
な

り
ま
す
。受
け
取
る
年
金
額
は
、

保
険
料
の
納
付
・
免
除
期
間
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
金
受

給
権
を
満
た
し
て
い
な
い
方
、

ま
た
は
未
納
期
間
や
未
加
入
期

間
が
あ
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、　

歳
以
降
の
申
出

６０

さ
れ
た
月
か
ら　

歳
到
達
月
の

６５

前
月
ま
で
高
齢
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昭

和　

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

４０

れ
た
方
で
、　

歳
に
な
っ
て
も

６５

年
金
受
給
権
を
満
た
し
て
い
な

い
方
は
、　

歳
到
達
月
の
前
月

７０

ま
で
の
期
間
で
年
金
受
給
権
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
は

特
例
高
齢
任
意
加
入
に
よ
り
、

加
入
期
間
を
延
長
で
き
ま
す
。

■
日
本
年
金
機
構
等
の
職
員
を

名
乗
る
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

全
国
各
地
で
「
日
本
年
金
機

構
」や「
年
金
事
務
所
」、「
厚
生

労
働
省
」、「
市
役
所
」
な
ど
の

職
員
と
称
し
て
、
現
金
を
請
求

し
た
り
、
銀
行
口
座
を
聞
き
出

す
な
ど
、
不
審
な
電
話
や
訪
問

が
あ
っ
た
と
い
う
問
合
せ
が
寄

せ
ら
れ
て 
い
ま
す
。 
例 
え 
ば
、

「
個
人
情
報
が
漏
れ
て
お
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ

を
削
除
す
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
を
預
け
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
口
座
か

ら
現
金
が
引
き
出
さ
れ
た
事
例

等
が
あ
り
ま
す
。
年
金
事
務
所

等
の
職
員
が
、
電
話
で
銀
行
の

口
座
番
号
を
聞
い
た
り
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
指
示
す
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

届
出
や
申
請
の
手
数
料
と
称
し

て
現
金
を
請
求
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
年
金
事
務
所
等
の

職
員
を
名
乗
っ
た
訪
問
や
電
話

で
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
場
で
対
応
す
る
こ
と
な
く
、

年
金
事
務
所
及
び
警
察
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金

事
務
所
の
職
員
が
訪
問
す
る
際

は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
こ
こ
に
ご
注
意
》

　

現
在
、「
社
会
保
険
庁
」
や

「
社
会
保
険
事
務
所
」
と
い
う

組
織
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
平
成

　

年
１
月
１
日
に
廃
止
さ
れ
て

２２い
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） ：

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

：

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２９年８月大・小ホール
平成２９年２月その他の施設

高齢者と共に―母との暮らしから―　
　私の母は、今年の３月で92歳になりました。
年齢が年齢だけに、肉体的な不具合は抱えてい
ますが、心が元気なので、その不具合にへこた
れずに日 々  前向きに生きて い ま す 。 私の食事作
りなど、家事も一生懸命やってくれています。
そのせいか、物忘れは多くなったものの、認知
症にはなっていません。
　高齢者が関係する悲惨な事件や事故が、連日
報道されています。そして、こうした事になっ
てしまう家庭と私たち親子とは、どこが違うの
かと考えます。
　そこでいつも思い至るのは、“高齢者”に対す
る感じ方やイメージの持ち方の相違です。
　マス コ ミ などで高齢者の特集がよく組まれま
すが、どんなに美辞麗句を並べても、その根底
に一貫して流れているのは、老いに対する負の
イメージです。これは、社会全体の本音を吐露
していると言えましょう。
　この社会の“常識”に取 り 囲 ま れて い る各家庭
は、必然的に、高齢者に対する否定的な考え方
の影響に 晒 される事になります。

さら

　しかし、私たち親子は、この社会から押し寄
せ る 波を 、 何と無く 潜 り抜けて きたみたいです。

くぐ

　思い当たる大きな理由に、私たち親子は、お
互いに遠慮無く迷惑を掛け合い、世話をし合う
という関係を築いて来たという事を、上げる事
が出来ます。
　私たち親子には、《母＝面倒を掛ける人／息
子＝面倒を掛けられる人》《母＝頼る人／息子
＝頼られる人》という図式はありません。各自
の出来ないことを、互いに補い合いながら生活
しています。それで間に合わない場合は、外部
の人の手を借ります。
　こ の よ う な親子関係を実現出来る背景と し て 、
東大和市という街の存在は大きいです。
　この市について、不満を持たれる方もおられ
るかも知れませんが、私たちにとっては住み易
い所です。母も私も、市の業務に携わる方々の
常日頃の献身に感謝しています。
                    　　　　　（市民記者　浅利和彦）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

第 66回はたらく消防の写生会作品展


